








要約 総合的精度管理の観点からみると、「検査前の精度管理一検体管理一」は大変重要で

ある。産科医療機関による採血から検査機関で受付するまでの、一連の検体管理状況を把

握するため、熊本県と札幌市の産科医療機関にアンケート調査を依頼し、119 施設、83%

にご協力戴いた。

 アンケート調査結果から、未熟児の採血・検査システム、血液の濾紙への塗布、濾紙血

の乾燥方法、検体の保管・送付等に関して一部問題のある施設があり、改善の必要があっ

た。特に、69%の施設が血液塗布の際に重複塗布(以下 2 度づけ)を行っており、認識度調

査でも 62%の施設が 2度づけが高値となることを知らない、と回答している。

 16 設問で態本県、札幌市ともほぼ同様な調査結果か得られていることから、全国的にも

同様な検体管理状況と想定でき、改善策が必要である。


